
グループ会社を包括するマルチテナント方式で文書管理基盤を構築し、
監査業務のスムーズで的確なウォークスルー環境を実現

林氏とPROCENTER/Cの出会いは、展示会で

した。説明を聞いた林氏は、同社の求める文書管

理基盤にジャストフィットしそうだと直感しまし

た。そして2013年7月より構築を開始し、3カ月

の短期構築で9月にカットオーバーを迎えます。

試験運用では、監査業務におけるシームレスな

承認業務が迅速に実行できるかのチェックを繰

り返し行いました。各グループ会社を含め、取引

のスタートからその記録が財務諸表に計上され

るまでの一貫した流れを追跡できる仕組み、す

なわち内部統制では業務の要となるウォークス

ルーを円滑に実行するための綿密なチューニン

グを実施しました。こうして、新システムは12月

から本格運用を開始しました。

エア・ウォーター株式会社様（以下、エア・ウォー

ター様）は、産業ガスをはじめ、化学、医療、食品

など多彩な分野の製品を手がける企業です。急

成長を続ける同社ではグループ会社が年々増加

し、現在は214社を数えています。内部統制の統

括を行う監査室では、その強化要件とともに業

務改善のテーマとして、各グループ会社が自由に

利用できる文書管理環境のニーズから、マルチ

テナント方式による文書管理基盤の必要性が高

まっていました。

従来の文書管理システムは、ライセンスが非常

に高価で、グループ会社の監査部門では所属長

にしかライセンスが行き渡らず、文書の運用に

大きな制約がありました。実務者は、所属長へい

ちいち必要書類をダウンロードしてもらってか

ら作業するなど、業務の非効率が発生していま

した。さらにアクセス権管理にも、多大な時間が

かかりました。1人のアクセス権を変更すると、シ

ステム内の全データフォルダへ逐一反映させる

ため、他の業務に支障が出ました。1日に15人ほ

どしかアクセス権の変更が行えず、生産性が大

きく低下しました。

サポートの問題も深刻でした。「問題が出てもな

かなか対応してくれず、頻繁に変わる担当者へ

連絡しても返事がないこともありました。いつ最

新のOSやブラウザに変わっても、対応できるよ

うにしておきたかったのですが、対応が遅々とし

て進みませんでした」と、監査室課長の林清隆氏

は振り返ります。
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導入前の課題

導入の経緯

新たな文書管理基盤の導入プロジェクトでは、

10社の製品を比較検討しました。選定のポイン

トは、リーズナブルなコストで文書管理とワーク

フローが的確に連携し、十分なセキュリティを備

えていることでした。この要件を満たすシステム

であれば、内部統制の要件も同時にクリアでき

ると判断しました。

また、新システムはデータバックアップを一元管

理するためプライベートクラウドで構築可能な

ことと、監査業務だけでなく他部門の文書管理

システムも将来的には統合したいという構想か

ら、マルチテナント方式に対応している製品であ

ることも重要な要件でした。こうして検討を行っ

た結果、最終的にNECのPROCENTER/Cが選

ばれたのです。

「NECに決めたのは、操作性のよさです。業務の

ヘビーユーザを集め、実際に使ってもらって選ん

だのですが、PROCENTER/Cが圧倒的に使い

やすいという評価でした」と林氏。

PROCENTER/Cが、NEC社内で実際に使われ

ている点も大きな評価ポイントでした。「NECで

の利用実績があるので、機能強化がこれからも

進むことや改善要望が通りやすいメリットを考

慮しました」と、エア・ウォーター・ソフテック株式

会社の東京事業部部長・田中和則氏は語ります。

PROCENTER/Cは、わかりやすいGUI画面で

直感的な操作ができるため、新システムへの切

り替えはスムーズでした。通常のユーザへは操作

資料のみで、特に教育の必要はなかったといい

ます。またシステムの導入コストはもちろん、運

用・保守にかかわるコストも従来のシステムに比

べて大幅に低減しました。大きな課題だったアク

セス権の変更作業も短時間で完了でき、他の

ユーザへストレスを与えずに業務を続けられる

ようになりました。さらに、アクセス権限のグ

ルーピング機能が優れているので、監査室のス

タッフがグループ会社の対象データへアクセスし

て監査業務の代行を行えるというように、フレキ

シブルで便利な運用も可能になりました。特に、

緊急の監査業務が発生したときなどには、非常

に有効で使い勝手のよい機能です。

「特に評判がいいのは、承認の進捗状況が目で

見てすぐに把握できることです。従来は、なかな

か処理が進まないと承認の督促をしていまし

たが、新システムでは自身が承認すべき文書がす

ぐにわかるので、承認フローの滞留が激減しま

した」と林氏。

従来のシステムでは、承認有無の確認はフォル

ダをいちいち開かなければわかりませんでした

が、PROCENTER/Cではドラフトデータの一

覧表示により、ひと目で進捗が確認できます。

ワークフローの“見える化”は、社員自身が実行

しなければならない業務の“気づき”にもつな

がっており、PROCENTER/Cを導入した大き

なメリットのひとつだといいます。承認フローが

的確に実行できるぶん、気軽に上書き保存がで

きなくなったという問い合わせもあったようで

すが、これは裏返せば内部統制の厳格化が確実

に進んだことにもなります。

また、従来は目的の文書にたどり着くまで階層を

深くドリルダウンしなければなりませんでした

が、PROCENTER/Cにはブックマーク（お気に

入り）機能がサポートされているので、いつも使

用する文書を登録しておけば、すぐに業務をス

タートできるなど、利便性も大きく向上しました。

さらに林氏は「NECのサポートはレスポンスが

速く丁寧で、問題解決が非常にスムーズだとい

う印象です。稼働後に発生する細かな問い合わ

せにも迅速に対応してくれるので、グループ全体

の業務効率や生産性が大きく向上しています」

とNECの対応を評価します。

「現在、グループ会社の共通管理基盤として利用

するかどうか検討中です。社内では、決裁報告書

の保管にPROCENTER/Cを使いたいという要

望が出ています。その際は、全文検索機能を活用

してPDF文書を参照したいというニーズが必ず

出てきます」と田中氏。

今回のシステム構築では、紙文書をOCRで読み

込み、テキスト検索が可能なPDFファイルを自

動生成する機能も付加しています。これにより、

PDFファイルを含めたすべての業務文書の全文

検索が可能です。目的の文書をすばやく確実に

検索できる仕組みですが、本格的な活用はこれ

からになります。

さらにエア・ウォーター様の社内には、PRO 

CENTER/CでISO規格に対応した文書管理を

実現したいというニーズが出ています。的確な

承認フローや厳密な文書管理が可能な、高い信

頼性とセキュリティを備えたPROCENTER/C

には最適な要件です。いま、PROCENTER/Cに

よる文書管理基盤が、社内やグループ会社から

大きな注目を集めています。

内部統制強化に不向きな脆弱性に加え、
監査業務の非効率に苦慮

業務のヘビーユーザによる選定で、
圧倒的な使いやすさのNECに決定
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林氏とPROCENTER/Cの出会いは、展示会で

した。説明を聞いた林氏は、同社の求める文書管

理基盤にジャストフィットしそうだと直感しまし

た。そして2013年7月より構築を開始し、3カ月

の短期構築で9月にカットオーバーを迎えます。

試験運用では、監査業務におけるシームレスな

承認業務が迅速に実行できるかのチェックを繰

り返し行いました。各グループ会社を含め、取引

のスタートからその記録が財務諸表に計上され

るまでの一貫した流れを追跡できる仕組み、す

なわち内部統制では業務の要となるウォークス

ルーを円滑に実行するための綿密なチューニン

グを実施しました。こうして、新システムは12月

から本格運用を開始しました。

エア・ウォーター株式会社様（以下、エア・ウォー

ター様）は、産業ガスをはじめ、化学、医療、食品

など多彩な分野の製品を手がける企業です。急

成長を続ける同社ではグループ会社が年々増加

し、現在は214社を数えています。内部統制の統

括を行う監査室では、その強化要件とともに業

務改善のテーマとして、各グループ会社が自由に

利用できる文書管理環境のニーズから、マルチ

テナント方式による文書管理基盤の必要性が高

まっていました。

従来の文書管理システムは、ライセンスが非常

に高価で、グループ会社の監査部門では所属長

にしかライセンスが行き渡らず、文書の運用に

導入のポイント

大きな制約がありました。実務者は、所属長へい

ちいち必要書類をダウンロードしてもらってか

ら作業するなど、業務の非効率が発生していま

した。さらにアクセス権管理にも、多大な時間が

かかりました。1人のアクセス権を変更すると、シ

ステム内の全データフォルダへ逐一反映させる

ため、他の業務に支障が出ました。1日に15人ほ

どしかアクセス権の変更が行えず、生産性が大

きく低下しました。

サポートの問題も深刻でした。「問題が出てもな

かなか対応してくれず、頻繁に変わる担当者へ

連絡しても返事がないこともありました。いつ最

新のOSやブラウザに変わっても、対応できるよ

うにしておきたかったのですが、対応が遅々とし

て進みませんでした」と、監査室課長の林清隆氏

は振り返ります。
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導入後の成果

新たな文書管理基盤の導入プロジェクトでは、

10社の製品を比較検討しました。選定のポイン

トは、リーズナブルなコストで文書管理とワーク

フローが的確に連携し、十分なセキュリティを備

えていることでした。この要件を満たすシステム

であれば、内部統制の要件も同時にクリアでき

ると判断しました。

また、新システムはデータバックアップを一元管

理するためプライベートクラウドで構築可能な

ことと、監査業務だけでなく他部門の文書管理

システムも将来的には統合したいという構想か

ら、マルチテナント方式に対応している製品であ

ることも重要な要件でした。こうして検討を行っ

た結果、最終的にNECのPROCENTER/Cが選

ばれたのです。

「NECに決めたのは、操作性のよさです。業務の

ヘビーユーザを集め、実際に使ってもらって選ん

だのですが、PROCENTER/Cが圧倒的に使い

やすいという評価でした」と林氏。

PROCENTER/Cが、NEC社内で実際に使われ

ている点も大きな評価ポイントでした。「NECで

の利用実績があるので、機能強化がこれからも

進むことや改善要望が通りやすいメリットを考

慮しました」と、エア・ウォーター・ソフテック株式

会社の東京事業部部長・田中和則氏は語ります。

PROCENTER/Cは、わかりやすいGUI画面で

直感的な操作ができるため、新システムへの切

り替えはスムーズでした。通常のユーザへは操作

資料のみで、特に教育の必要はなかったといい

ます。またシステムの導入コストはもちろん、運

用・保守にかかわるコストも従来のシステムに比

べて大幅に低減しました。大きな課題だったアク

セス権の変更作業も短時間で完了でき、他の

ユーザへストレスを与えずに業務を続けられる

ようになりました。さらに、アクセス権限のグ

ルーピング機能が優れているので、監査室のス

タッフがグループ会社の対象データへアクセスし

て監査業務の代行を行えるというように、フレキ

シブルで便利な運用も可能になりました。特に、

緊急の監査業務が発生したときなどには、非常

に有効で使い勝手のよい機能です。

「特に評判がいいのは、承認の進捗状況が目で

見てすぐに把握できることです。従来は、なかな

か処理が進まないと承認の督促をしていまし

たが、新システムでは自身が承認すべき文書がす

ぐにわかるので、承認フローの滞留が激減しま

した」と林氏。

従来のシステムでは、承認有無の確認はフォル

ダをいちいち開かなければわかりませんでした

が、PROCENTER/Cではドラフトデータの一

覧表示により、ひと目で進捗が確認できます。

ワークフローの“見える化”は、社員自身が実行

しなければならない業務の“気づき”にもつな

がっており、PROCENTER/Cを導入した大き

なメリットのひとつだといいます。承認フローが

的確に実行できるぶん、気軽に上書き保存がで

きなくなったという問い合わせもあったようで

すが、これは裏返せば内部統制の厳格化が確実

に進んだことにもなります。

また、従来は目的の文書にたどり着くまで階層を

深くドリルダウンしなければなりませんでした

が、PROCENTER/Cにはブックマーク（お気に

入り）機能がサポートされているので、いつも使

用する文書を登録しておけば、すぐに業務をス

タートできるなど、利便性も大きく向上しました。

さらに林氏は「NECのサポートはレスポンスが

速く丁寧で、問題解決が非常にスムーズだとい

う印象です。稼働後に発生する細かな問い合わ

せにも迅速に対応してくれるので、グループ全体

の業務効率や生産性が大きく向上しています」

とNECの対応を評価します。

「現在、グループ会社の共通管理基盤として利用

するかどうか検討中です。社内では、決裁報告書

の保管にPROCENTER/Cを使いたいという要

望が出ています。その際は、全文検索機能を活用

してPDF文書を参照したいというニーズが必ず

出てきます」と田中氏。

今回のシステム構築では、紙文書をOCRで読み

込み、テキスト検索が可能なPDFファイルを自

動生成する機能も付加しています。これにより、

PDFファイルを含めたすべての業務文書の全文

検索が可能です。目的の文書をすばやく確実に

検索できる仕組みですが、本格的な活用はこれ

からになります。

さらにエア・ウォーター様の社内には、PRO 

CENTER/CでISO規格に対応した文書管理を

実現したいというニーズが出ています。的確な

承認フローや厳密な文書管理が可能な、高い信

頼性とセキュリティを備えたPROCENTER/C

には最適な要件です。いま、PROCENTER/Cに

よる文書管理基盤が、社内やグループ会社から

大きな注目を集めています。

3カ月の短期構築ののち、
ウォークスルーの綿密な試験運用を実施

内部統制の厳格化を推進し、
グループ全体の業務効率が大幅に向上

将来は監査業務以外への拡張や、
社内文書の共通管理基盤として検討

シームレスな承認業務を実現したい 承認ワークフロー機能を標準装備

アクセス権変更を迅速に行い文書を
適切に管理したい

容易な設定作業で即時変更が可能

一部業務だけでなく、全社共有サービスとし
て利用させたい
将来的に全グループ会社の文書管理基盤と
して発展させたい

テナント毎に管理者をたて、独自に運用可能
なマルチテナント方式により全社共有サー
ビスも実現可能
グループ会社間での利用実績多数の安心感

ユーザ視点にたった使いやすさが必要
見易い操作画面・ブックマークやドラッグ&
ドロップなど便利な機能が充実

機能強化・改善要望に迅速に
対応可能なこと

ＮＥＣ社内で長年利用し強化・改善を実行し
てきた実績


